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わめ) と解釈 (特徴の意味づけ) を進めていく｡ 筆
者なりの補足も織り交ぜながら, 簡略ながら段階ご
とに説明していきたい｡
第 1段階は, 共感的なアプローチである｡ ここで






も思えるが, TAT の開発を主導した Murray
(1938, 1943) は, TAT物語を主人公の視点から分
析していく立場 (主人公仮説) をとっており, 他の
登場人物への語り手の同一化のありようについては,
実のところあまり重視していない｡ 他方,
Piotrowski (1952) は ｢解釈のための 9 つのルー
ル｣ のなかで, TAT物語に登場するどの人物も語
り手のパーソナリティのある側面を表現している




















Introduction of a TAT analysis method developed by Suzuki
SEKIYAMA, Toru (Kagoshima University)
There are three main features of the Thematic Apperception Test (TAT) analysis method developed by
Suzuki (1997, 2012). The first is that it is processed based on the classification tables of the typological
story plots of each card in non-patients and patients. Since the frequency of appearances is indicated in the
tables, the tester can determine how ordinary or how unusual a certain response is. Recently, supplemen-
tary concepts of setting basic and core plots for this method have been proposed, with the former showing
an appearance rate of about 70%, and the latter about 40%. The second feature is scoring by focusing on
the pattern of the relationships among characters. This classification clarifies the type of relationship that
the participant preferentially uses. The third feature is to use a comprehensive list that arranges aspects of
personalities in order from abstract phase to concrete phase. The list is utilized for preparing integrated
reports from the interpretation obtained by each card and helps the tester assemble an overall picture of
the interpretation and confirm any excesses or deficiencies.










解釈していく｡ 鈴木 (2012) は先行研究や自身の知
見をまとめて, 形式面のチェックリストとその解釈
仮説を用意している｡






























たとえば, カード 1における ｢バイオリンを認知
し, 少年に悩み・悲しみ・不安を見ている｣ 反応は,
鈴木によれば, 非患者群の成人では 8～9 割で生じ
る類型であることが明らかになっている｡ したがっ













解釈を進めることができる｡ さらに, 鈴木 (1997)
は物語類型のそれぞれについての詳細な解釈仮説を
























および Table 2 を参照)｡
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Table 1 TATカード前半系列の基本反応と中核反応 (暫定版)
カード 基本反応 鈴木(1997) 中核反応
鈴木
(1997)
















































































































8 GF 画中女性を絵のモデルとしていない Ⅰ.
(82%)










どを除く) の労働の合間 (後) の休息
Ⅰ.. 6.
(44%)





























えば Ritter & Eron (1952) の平凡反応基準などを
参考にしつつ, より詳しく検討していく必要もある
だろう｡
さて, 第 5段階は, 関係相による分析・解釈であ
る｡ これは, 鈴木 (2012) が最晩年に提唱し付け加
えた方法で, ｢物語の分解と量化｣ の方向性をもっ
たアプローチである｡ 第 4 段階では TAT反応の物
語の側面 (特に筋) に着目するのに対して, ここで
は TAT反応における登場人物の他の人物や物事へ
の関わり方に着目して, それを分類・記号化し, 集
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Table 2 TATカード後半系列の基本反応と中核反応 (暫定版)
カード 基本反応 鈴木(1997) 中核反応
鈴木
(1997)




















































































































Expl：見 (知り) たいものを意図的に見 (知) る
Ⅲ
Spo/Sav：支援・救助




Expo：自分を見 (知) られる・(見) 知られた vs. Dep：(物の) 剥奪
























































1 . 性的同一性 (確立・堅固／未確立・脆弱)
2 . 異性に向ける感情 (肯定的／否定的)
Ⅳ. 人間生活における重要な事物・事象へのかかわり方
性愛, 死, 老い・病, 仕事・任務, 権威, 地位・身分・
富, 悪・犯罪, 自然, 美
Ⅴ. 病理的問題













各 50 人の出現率が示されているため, それとの比
較ができるようになっている｡ しかしながら, 各カー
ドにおける出現率が示されておらず, その値を基準

















をおすすめしたい (例：Ⅲ. Spo/Sav)｡ この方法
のほうが, 集計する際に語り手の関係相の全体的傾
向を視覚的につかみやすく便利だからである｡





鈴木 (1997) の ｢パーソナリティ把握の枠組み一覧｣
は有益なツールである｡ 要約したものを Table 4 に
示したが, 上部から下部にむかって順に, 抽象 (心

















本稿は, 2018 年 11 月 18 日に中京大学で開催さ
れた TATパーソナリティー研究会第 150 回記念大
会における講話をもとに加筆・修正したものである｡
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